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――『失われた時を求めて』における陽光の効果をめぐって―― 
 
國房 吉太郎 
 
 作家マルセル・プルースト ( 1871 - 1922 ) が追及した芸術の理念は、直感や第一印象に
強く関連付けられている。受け取った印象を美学的に語ることで、プルーストの作品の重
要な部分が形成されていった。この芸術理念を作家は、知性主義に対して印象主義と呼ん
でいる。作家のこうした立場は、絵画における狭い意味での印象主義とは異なるものだ。『失
われた時』では、物や人の印象から錯覚を起こす挿話が語られているが、プルーストはそ
ういう錯覚を無視しない作家である。そうした挿話では、錯覚のファクターとして光が重
要な役割を果たしている。なぜなら、光は印象に最も深く関わっているからである。した
がって、プルーストの芸術理念には光が強く関連しているのだ。プルーストの印象主義は、
『失われた時』の主要テーマである「時」の経過や変化にも関係している。本論文では、
陽光がプルーストのイメージ生成にどのような役割を担っているかを分析し、論じた。陽
光がなければ、『失われた時』における作家の美学は成り立たないだろう。そこでは光の変
化を示すものとして、ビロードのイメージが頻繁に使われている。ビロード感のイメージ
に焦点を当てることで、プルーストのイメージの特質を明らかにした。本論は、このよう
な観点からプルーストの美学に迫ろうとするものである。 
プルーストのイメージは、隠喩的技法で生成することが多いと言えるだろう。リュック・
フレースの『マルセル・プルーストの美学』によれば、プルースト的な隠喩の創造は、無
意志的記憶の構造を再現する。フレースは、隠喩が最もはかない経験を永遠不滅のものに
する、と論じている。時間が推移することで記憶から消え去るような、はかない経験、そ
れを不滅のものにするのが、隠喩の働きなのである。こうした隠喩の働きが、プルースト
の無意志的記憶の構造を再現し、多様なイメージが生成することになる。本論文では、プ
ルースト的な隠喩の働きを明らかにすることで、無意志的記憶という『失われた時』の中
心的なテーマが読み解かれるだろう。 
 プルーストの隠喩に関連した先行論文として、ローラン・マテュッシの「空と陸のあい
だに：プルーストと隠喩の二重の働き」では、隠喩をやはり「移動」という概念に結び付
けて論じている。マテュッシによれば、隠喩は「移動」を働きかけ、言葉と想像世界の秩
序における運搬の手段である限り、重要な役割を果たすことになる。この隠喩的な移動の
概念を、パリからバルベックへ向かう汽車の移動で表現したのがプルーストなのである。
汽車で移動することで、出発地と到着地の差異は深まる。そうした差異の感覚を生み出す
こと、それがプルーストの隠喩的技法で喚起された、イメージの一つの作用なのである。 
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 隠喩的な表現が感じさせる差異、『失われた時』でそうした差異を描いた挿話の例は数多
くある。崇高な芸術作品を眺めた語り手の感覚から、卑俗なイメージが生成する。卑俗さ
と崇高さの感覚、そうした感覚的な差異を表現したのが、プルースト的イメージの働きの
一つである。崇高さと卑俗さという構図を読み取った点において、本論文のプルースト的
な隠喩の捉え方と、マテュッシが「空と陸のあいだに：プルーストと隠喩の二重の働き」
で指摘した隠喩の特質は一致する。こうした隠喩に関連付けられたプルースト的美学を浮
かび上がらせることが、本論の趣意である。 
 第一章では、『失われた時』において陽光が効果的に描写されている挿話を参照すること
で、プルースト的な印象の在り方を明らかにしてゆきたい。第二篇「花咲く乙女たちのか
げに」において、印象の異なる二つの空が描写される。そうした描写が示唆する時間の推
移について論じる。朝の空の間歇的な断片を描写することで示される、移り変わる時間の
在り方を検証することになるだろう。そうした時間の流れを感じた語り手が取り組むこと
になる、空全体のイメージの喚起について論じる。彼が描き上げようとするその絵画的イ
メージでは、朝と夜という異なる時間が並置されていて、そうした並置構造は、バルベッ
クで出会う画家エルスチールの印象主義的な技法に繋がっている。朝陽の印象を語るこの
挿話が、草稿の時点で、作品の別の部分と一つの断章を構成していたという事実を指摘す
る。その部分というのは、第四篇「ソドムとゴモラ」の結末である。「ソドムとゴモラ」で
二度目のバルベック滞在が語られ、その結末部分で朝焼けが描写される。この結末の朝焼
けの描写と、初めてバルベックに向かう時、汽車から眺めた一度目の朝焼けの描写が関連
していることを明らかにする。 
一度目の朝焼けの描写と、二度目の描写との関連性を証明する、強力なテクストの存在
を指摘しておこう。草稿では一度目の朝焼けを眺めて、汽車の一方の窓から他方の窓へと
繰り返し駆け寄り、連続した一幅の絵画をつくろうとする語り手を描いた直後に、二度目
の朝焼けの描写の元となるテクストが続くのである。つまりプルーストは、先行テクスト
の前半を一度目、後半を二度目の描写に使っている。この先行テクストでは、幕のような
雲から昇る太陽が描写される。太陽が昇り、語り手が眺める光景は光に覆われている。し
ばらく前に知覚していた神秘的な深紅の色彩は消え去ってしまう。その色彩の間歇的な断
片を寄せ集めて、言い換えるなら、異なる時間のイメージを集めて、語り手は連続した一
枚の絵画を手に入れようとしたのだった。画家を想わせるそうした作業は、昇る太陽によ
って妨げられることになる。色彩は消え去り、時間の推移が表現される。時間の推移のよ
うに捉えがたい、アルベルチーヌの真実をプルーストの読み手は想起するだろう。 
アルベルチーヌと語り手が出会う「花咲く乙女たちのかげに」の先行テクストを転用し
てプルーストは、「ソドムとゴモラ」の結末での朝焼けを描写している。テクストの執筆時
期という点でも、二つの朝焼けの描写は重なり合っているのである。『失われた時』の決定
校と先行テクストを突き合わせることで、こうしたテクストの転用が発見されるのは、め
ずらしいとはあまり言えないだろう。母親によるジョルジュ・サンドの朗読の挿話、ジョ
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ットが描いた天使の飛翔を眺める挿話で、そのようなプルーストの記述行為が発見されて
いる。そうした記述行為の一例として、汽車でバルベックへ向かい、異なる時間の様相を
含む、絵画的イメージを生成しようとするテクストに続く部分は切り離され、「ソドムとゴ
モラ」結末部分に組み込まれたのである。一つのテクストを切り離して別々の部分に配置
することで、両テクスト間に流れる作品の時の流れは際立つことになる。 
いま問題にしている「花咲く乙女たちのかげに」の先行テクストは、グラッセ社の校正
刷りに含まれていたものである。それは 1914 年に印刷されたものと考えられている。「花
咲く乙女たちのかげに」の初版が刊行されたのは 1919年 6月 21日である。したがって 1914
年から 1919年の間に、汽車から朝焼けを眺める先行テクストの一部が削除されたことにな
る。その削除部分が「ソドムとゴモラ」結末に転用されたことは既に確認した。朝陽の描
写は、アルベルチーヌの真実をめぐる一節に組み込まれたのである。結末を含む「ソドム
とゴモラ（二）」は、1922 年 4 月に刊行されている。1914 年から 1922 年にかけて、プル
ーストはアルベルチーヌの真実性をそうした陽光の描写に関連付けることで、『失われた時』
の第四篇「ソドムとゴモラ」を完成させたのである。 
 第二章では、ビロード感のイメージについて論じる。プルーストのイメージは太陽の光
線に関連付けられていることが多く、そのようなイメージの展開は、語り手にとって重要
な経験として描かれる傾向がある。ビロードの柔らかさのイメージは、陽光の描写を伴う
ことで光沢感を帯びるという、プルースト的なビロード感の全体像を明らかにする。ビロ
ードは特質として光線を反射する。視線の角度次第で、その光沢感は失われる。本研究は、
ビロード感のイメージが太陽の光線とか、時間の推移に関連付けられた描写を視野に入れ
る。移り変わるもの、消え去るものをとらえようとする、プルースト的な想像力の働きと、
時間に対する意識の在り方について考察する。 
 第五篇「囚われの女」で語り手と同じ夜会に出席したブリショにとって、過去のサロン
は想起されたイメージにすぎず、その意味で不在である。コンティ河岸の現在のサロンに
おけるブリショのイメージは、純粋に精神的なものとなった部分で、その色は想像する本
人の目にしか存在しない。アンヌ・シモンはその著作『プルーストあるいは見出された真
実――『失われた時を求めて』における感じ取れるものとその表現』において、プルース
トの作品にある、外部と内部が重なり合う場所としての感覚について語っており、ブリシ
ョが過去のサロンを再び見出すこの挿話にもまた、プルーストの外部と内部の重なり合う
構造が示されている。ブリショが過去のサロンの中で愛している非現実の部分は、外的世
界を離れて魂の内部に生成し、魂の平生の実体と同化する。魂の内部にある記憶は、半透
明な雪花石膏のイメージで示され、この半透明の雪花石膏は壊れた家々、かつての人びと、
夜食の果物入れという、ブリショによって想起された過去のイメージの隠喩となっている。
この半透明の雪花石膏のイメージは、透明と遮断（＝不透明）の重なり合う構造を示して
いて、それはこれまで見てきたような、外部と内部が重なり合う構造に極めて類似してい
るのだ。 
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 この挿話における「ビロード状のもの」« velouté » は、ビロードの特性のイメージを媒
介にして、柔らかさを帯びている。こうしたビロード感がプルーストのテクストに描かれ
て、過去のイメージを想起する喜びを表すのである。ヴェルデュラン家の古い常連である
ブリショにとって、コンティ河岸のサロンにあって過去のイメージを想起させる品物はビ
ロードの柔らかさを帯び、光沢の場合と同じように、サロンの新参者には見抜けない美し
さを象徴している。柔らかさは光沢と同様に、失われた過去の時間と空間を代理している
のである。 
 無意志的な想起を促す品物は、コンティ河岸にあるヴェルデュラン家のサロンにいるブ
リショにとって、ビロード状のものがもつ柔らかさと光沢を帯びている。無意志的に想起
された非現実の部分は「記憶という半透明な雪花石膏」に変化してうごめいている、と記
述されていた。半透明な雪花石膏は、ブリショが現在のコンティ河岸のサロンで想起した
イメージの隠喩であり、このブリショによって想起されたイメージは、プレイヤード新版
を読み進めると、光沢やビロード状の柔らかさへと変化する。光沢や柔らかさを帯びたブ
リショの過去のイメージは、おびただしい数の花束やチョコレートの箱等を眺めることで、
自らが持っている半透明な雪花石膏という特質にビロードの柔らかさを与えているのであ
る。こうしたビロード感は、柔らかくなった雪花石膏と読み解くことが出来るだろう。 
第三章においては、前章で論じたビロード感のイメージの源泉として、ジョン・ラスキ
ンの作品を取り上げる。ビロード感のイメージは、絵画作品に関する挿話に集中的に見受
けられ、本論はその源泉がラスキンにあると考えている。ラスキン作品と、ビロードの光
沢感を想起させる挿話の影響関係について論じる。ラスキンは『アミアンの聖書』の中で、
アミアンのビロードについて語っているが、その一節でラスキンは、ヴィットーレ・カル
パッチョの絵画を想起したのだった。一方でプルーストも『失われた時』において、カル
パッチョ的なイメージとビロード感を関連付けている。本章では『失われた時』からこの
挿話を参照し、プルーストが受けたラスキンの影響の在り方を指摘する。この章では絵画
作品にまで言及をひろげ、絵画におけるビロード感、絵画作品のイメージ、陽光の描写の
関連性が明らかになる。『失われた時』からとりわけシャルダン、ミケランジェロ、レンブ
ラントが想起される挿話について論じる。絵画的イメージとビロード感のイメージが結び
付けられたそうした挿話は、どれもみなプルーストによる陽光の描写を含んでいることを
確認し、時間の流れとの関係性が示唆される。時間の流れをビロード感と絵画のイメージ
に関連付けた、プルーストの記述行為の特質が解き明かされることになる。 
 これまで見てきたように、『失われた時』で生成するビロード感のイメージは、この作品
の重要な要素の一つと言える。既に述べたように、その源泉はジョン・ラスキンの著作に
発しているように思われる。プルーストが小説の記述行為をラスキン研究によって得たこ
とは、よく知られている。そのラスキンは『アミアンの聖書』の中で、アミアンの特産品
として、あらゆる色のビロード生地を語ったのだった。ラスキンよれば、ビロードは外国
へ送られ、名声を博することになる。送られた国で、トルコ人の色とりどりの絨毯と優劣
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を争う一方、北アフリカのバーバリでは塔の上で輝いている。アラベスク模様のついた、
バーバリの塔のイメージが喚起される。この文章の註でラスキンは、イタリアの画家カル
パッチョについて語っていて、ラスキンのこの一節からプルーストが示唆を受けたことは
明らかである。ラスキンによれば、カルパッチョの描く都市の祝祭の輝きは、都市の建物
の窓から垂れ下がっている布地によるところが大きい。都市の祝祭の輝きは、こうした布
の模様によるものだとカルパッチョは信じている、とラスキンは指摘している。ラスキン
がアミアンとヴェネツィアを重ね合わせていたことは、この段落全体から窺える。ヴェネ
ツィアとアミアン両方に運河があることも、アミアンを語っていながらカルパッチョを介
してヴェネツィアを招き寄せた原因かも知れない。このヴェネツィアを作品の中で数多く
描いたのがカルパッチョだったのである。上で述べた註における「諸都市」には、ヴェネ
ツィアも含まれているだろう。ラスキンがこの註を付したことで、ヴェネツィアを数多く
描いたカルパッチョとアミアンのビロード生地のイメージは、読み手にとって関連性をい
っそう深めることになる。やがて、ビロード感のイメージとカルパッチョ作品は、プルー
ストの『失われた時』の中で結実することになるだろうし、本論でもそのことを扱うこと
にする。 
 周知の通り、プルーストは母親、マリー・ノードリンガー、レイナルド・アーン等に助
けられて、ラスキンの『アミアンの聖書』を仏訳した。訳者の序文の一部である論文「ラ
スキンによるアミアンのノートルダム聖堂」がやがて、「アミアンのノートルダム聖堂にお
けるラスキン」というタイトルで、プルーストの『模索と雑録』に含まれることになるの
が、1919年のことである。「アミアンのノートルダム聖堂におけるラスキン」においてプル
ーストは、自ら訳した『アミアンの聖書』のテクストから数多く引用して加筆し、大聖堂
の彫刻と浅浮き彫りをどのように解読するか示している。そこでプルーストは、トルコ人
の絨毯と優劣を争い、バーバリの塔の上で輝くアミアンのビロードの一節を仏訳して引用
したのである。改めて加筆されたこのプルーストの仏訳と、ラスキンの原文で異なってい
るのは、「カルパッチョの絵の中でのように」« comme dans Carpaccio » という挿入句が、
仏訳に組み入れられている点である。カルパッチョについて、ラスキンが註で記述した内
容が、プルーストの論文に引用された仏訳では、本文にアレンジされている。この 1919年
版の本文に、カルパッチョとビロードのイメージは出てくる。1904年に出版された仏訳『ア
ミアンの聖書』序文における「ラスキンによるアミアンのノートルダム聖堂」では、トル
コ人の絨毯とバルバリーの塔の一節は引用されていない。1904 年から 1919 年へと時が経
過するにつれて、プルーストにとってビロード感のイメージとカルパッチョの絵画的イメ
ージは関連性を高めていったのかも知れない。そしてこの時期は、プルーストが断念して
いた小説執筆を再開し、執筆していく時期に重なっている。その結果、ラスキンの原註を
本分に組み入れて仏訳するという、プルーストの記述行為が生じることになったのである。 
最後に第四章では、印象派の作中画家エルスチールと陽光の挿話について論じる。エル
スチールの海洋画《カルクチュイ港》で実践された、陽光の印象主義的な効果の在り方が
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明らかになる。《カルクチュイ港》の挿話だけでなく、『失われた時』におけるエルスチー
ルと陽光に関する他の挿話も参照し、光に照らされたものの変容について論じていく。光
とシャルダンの絵画的イメージの挿話にも視野を広げる。絵画の一ジャンルとしての「静
物」« natures mortes » という表現から、プルースト的な「死と生」の在り方が読み解かれ
るだろう。「死と生」の在り方に視線を向けることで、『失われた時』を構成するいくつも
の挿話の間に、有機的な連繋を浮かび上がらせる。その一例として、画家エルスチールに
影響を受けた語り手の挿話を捉え直すことになるだろう。エルスチールと光の挿話を網羅
的に参照することで、そうした挿話すべてにアルベルチーヌが関わっていることを確認し、
これまでアルベルチーヌについて論じられてきたことに新たな光をあてる。「＜時＞の女神」
と表現されるアルベルチーヌと、光の効果の対応関係が明らかになるだろう。 
『失われた時を求めて』においては、まずエルスチールが出てくると、陽光への言及が
なされ、その二つがそろう挿話にはアルベルチーヌが関わる、という流れがある。つまり
『失われた時』におけるエルスチールと陽光が照らすものの変容を語る挿話には、必ずア
ルベルチーヌが関与している。これはどういうことなのか。アルベルチーヌは既に指摘し
たように、過去のイメージに語り手の視線を向ける人物である。時間的イメージに強く結
び付いた人物として、アルベルチーヌは描かれていた。彼女の名前を語り手に伝え、二人
の距離をいくらか縮める役割を果たしたのがエルスチールだった。彼は印象主義的技法を
実践した画家である。画面には照りつける陽光を描き、陸と海という異なるものが並置さ
れて、印象主義的な変容を遂げていた。その挿話から作品の時間は進み、「ソドムとゴモラ」、
「囚われの女」で陽光の効果とエルスチールの印象主義の問題は反復して語られることに
なる。エルスチールと光の挿話それぞれにアルベルチーヌを関連付けていくこうした記述
行為が、アルベルチーヌと光の効果の照応関係を際立たせているのだ。『失われた時』では
光の効果でイメージが変容してゆく。同じように過去のイメージを喚起するアルベルチー
ヌは、語り手を過去の真実の探求へ導く役割を果たしている。消え去った彼女に対する忘
却は進み、それと照応するかのように、真実性を帯びた作品の創造という天職が啓示され
ることになる。 
 以上のように本研究においては、光や陽光がプルースト美学において占める重要性を具
体的に示し、考察した。もとより一つだったテクストを分割する記述行為、ビロードの柔
らかさに陽光が射すことで生成する光沢感のイメージ、そうしたイメージの源泉となった
ラスキン作品、印象派エルスチールと陽光の挿話すべてに関与するアルベルチーヌを新た
に指摘することが出来た。もしこうした陽光の描写がなければ、『失われた時』で追求され
たプルーストの美学は崩れてしまうだろう。この作品において、光の効果が極めて重要な
役割を担っていることが確認できた。 
 
